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병부경은 우아하고 반듯한 차림새에 부드럽고 매혹적인 분위기를 풍기니 , 겐지는 
자기가 여자라면 한번 사귀어볼 터인데 , 하고 마음속으로 생각했습니다 . 그러자 
후지쓰보의 오빠이며 무라사키 아씨의 아버지인 그에게 더욱 친밀감이 느껴져 
세심한 주의를 기울이며 많은 이야기를 나누었습니다 .　 병부경도 겐지가 평소보다 
한층 친밀하게 속을 터놓는 터라 정말 보기 드물게 훌륭한 사람이라고 생각하면서 , 
















































































병부경의 부인도 , 어린 아씨의 어미를 미워하던 마음이 가셔 아씨를 자기 




この部分，古典文学全集を参考にしたと表明する田溶新訳でも「그의 본처도 자의상의 


















































“갑작스럽게 행운을 잡았나 했더니 오래가지도 못하는군 . 불길한 일이야 . 
사랑해주는 사람과는 잇달아 헤어질 운명인 것이야 .”
 계모가 이렇게 말했다는 소리를 어디에선가 전해 들은 무라사키 부인은 그 






















































注 1 『源氏イヤギ』全 10 巻・（2007 年，図書出版ハンギル社。）
注2 瀬戸内寂聴訳『源氏物語』（講談社・2007 年）
注 3 注 1『源氏イヤギ』解説。
注4 伊藤好英「柳呈による韓国語訳『源氏物語』の「本文」「解説」「注釈」について」（『芸能』15　芸能学会・
2009 年 3 月），日向一雅「朝鮮語訳『源氏物語』について」（『新　源氏物語』2　1994 年），李芝善「韓
国語訳『源氏物語』にみる古典文学翻訳論―柳呈訳を中心に―」（『物語研究』8，物語研究会　2008
年 3 月）。
注5 柳呈訳『源氏イヤギ』四種でており，1・上下 2巻「世界古典文学大全集」文友社・1973 年。2・1巻「世
界文学全集」，乙酉文化社，1975 年，3・上下 2巻「新装版世界文学全集」，乙酉文化社，4・上下 2巻
「世界代表古典文学全集」，韓国出版社，1982 年）。
注6 金鐘徳「韓国における源氏物語研究」（源氏物語講座 9『近代の享受と海外との交流』勉誠社，1992 年，
同「韓国における『源氏物語』の翻訳と研究」『源氏物語千年紀記念　源氏物語国際フォーラム集成』
源氏物語千年紀委員会　2009 年 3 月」，ほぼ同じ内容で『韓国軍事文化研究』2009 年所。
注7 田溶新訳『源氏物語』1・2・3（ナナム出版　1999 年，田訳の問題点の指摘は注 5金鐘徳氏の論考。
および，拙稿「韓国語訳『源氏物語』における解釈上の問題点について―「桐壺」（1）―」『比較文




注10 『潤一郎新訳 源氏物語』巻二（1951年，中央公論社）。（1951年版もまったく同じ）。『潤一郎訳 源氏物語』
巻三（1939 年，中央公論社）ではこの部分省略されている。
注11 『新新訳源氏物語』（1964 年～ 1965 年中央公論社）『谷崎潤一郎全集 25 巻』所収。（1968 年，中央公論社）。
注12 与謝野晶子『新譯源氏物語』上（1912 年 金尾文淵堂）。『新新訳源氏物語』（1938 年から 1939 年　金
尾文淵堂）も同文。
注13 瀬戸内訳「朱雀院の御容姿は女にして拝見したいぐらいお美しいのですが，」金蘭周訳　「스자쿠 





注15 新日本古典文学大系 19『源氏物語 1』（1993 年 1 月第一刷発行・岩波書店・柳井滋・室伏信介・大朝雄二・
鈴木日出男・藤井貞和・今西佑一郎校注）。
注16 円地文子『全訳源氏物語』新装版全五冊（角川書店 2008 年）。
注17 『潤一郎新訳源氏物語』注 10 参照。谷崎訳の「若紫」のこの部分は，『新訳』『新新訳』は，である体
がです体にかわっているが，内容は変わらない。




『国文学解釈と鑑賞』59（3）1994 年 3 月　至文堂）である。
